
新青丸研究航海報告 

東京大学大気海洋研究所 

 

* 航海番号        KS-18-1次研究航海 

 

* 観測海域  （和文）黒潮続流南方海域 

         （英文）Area south of the Kuroshio Extension 

 

* 航海期間   平成 30年 1月 18日（木）～平成 30年 1月 30日（火） 

 

* 出港日時・場所  1月 18日 14時 横須賀港 

     

* 入港日時・場所     1月 30日 09時 横須賀港 

 

* 寄港期間・場所     1月 22日～1月 26日 横須賀港（荒天退避） 

 

* 航海の研究題目 （和文）春季の再成層化に伴う生物地球化学過程に中規模以下の物理 

現象が与える影響の解明 

（英文）Influence of meso- and smaller-scale physical phenomena 

on biogeochemical processes associated with spring restratification 

 

* 主席研究員（氏名・所属・職名・e-mail アドレス◎は@） 

  岡英太郎・東京大学大気海洋研究所・准教授・eoka◎aori.u-tokyo.ac.jp 

 

* 研究内容，主調査者（e-mail アドレス），観測項目 

１．冬季の亜熱帯モード水形成域における混合層不安定とそれが生物地球化学的構造に与え

る影響の解明，岡英太郎（eoka◎aori.u-tokyo.ac.jp），CTD・XCTD・U-CTD・U-VMP・船底

ADCP による水温・塩分・溶存物質濃度・クロロフィル・流速測定 

 

２．グライダーとフロートによる冬季混合層の発達と再成層化、ならびにそれに伴う生物地

球化学過程の時系列観測，井上龍一郎（rionue◎jamstec.go.jp），CTD 酸素センサー付グラ

イダー, 生物地球化学センサー付フロート, 流速計付フロートの投入, ならびにフロートセ

ンサー較正用 CTD 観測 

 

３．黒潮続流域におけるセシウム放射性同位体の分布の把握，岡英太郎（eoka◎aori.u-

tokyo.ac.jp），CTD 測点におけるニスキン採水 

 

 



* 乗船研究者氏名・所属・職名 

  岡英太郎・東京大学大気海洋研究所・准教授 

  Andrea Fassbender・東京大学大気海洋研究所・外国人研究員 

  Yuichiro Takeshita・東京大学大気海洋研究所・外国人研究員 

  山口凌平・東北大学大学院理学研究科・大学院学生 

  Riza Iskandar・東北大学大学院理学研究科・大学院学生 

  長井健容・東京海洋大学海洋資源環境学部・助教 

  鋤柄千穂・東京海洋大学船舶・海洋オペレーションセンター・特任助教 

  青山航・東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科・大学院学生 

  Gandy Rosales・東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科・特別研究生 

  和田洸洋・東京海洋大学海洋資源環境学部・学部学生 

  井上龍一郎・海洋研究開発機構・主任研究員 

  玉田晴香・㈱マリン・ワーク・ジャパン・観測技術員 

  押谷俊吾・㈱マリン・ワーク・ジャパン・観測技術員 

 

* 航跡・測点図 

 

 

 


